
介護保険版

介五郎介五郎介五郎

差分マニュアル

株式会社インフォ・テック

Ver.10.3.0.0



1 

 

  

目次 

 

1. はじめに P. 2 

  

2. LIFE への対応 P. 12 

 2-1. リハビリ計画書（令和 3 年度版）対応 P. 13 

  2-1-1.興味・関心チェックシート P. 17 

  2-1-2.リハビリ計画書 1 P. 19 

  2-1-3.リハビリ計画書 2 P. 32 

  2-1-4.リハビリ会議録 P. 43 

  2-1-5.プロセス管理票 P. 46 

  2-1-6.生活行為向上実施計画 P. 49 

  2-1-7.帳票印刷 P. 54 

  2-1-8.計画書の複写・削除について P. 60 

  2-1-9.LIFE 連携 CSV ファイル作成 P. 63 

 2-2. ADL 評価票の追加 P. 73 

  2-2-1.ADL 評価票の入力方法  P. 74 

  2-2-2.ADL 評価票の CSV ファイル出力 P. 85 

  2-2-3.計画書等への ADL 評価の反映 P. 96 

 2-3.LIFE へのアップロード方法 P. 99 

   

3.共通の変更 P. 106 

 3-1.ケアマネジメント連絡用紙の追加 P. 106 

   

4.訪問看護の変更 P. 117 

 4-1.兵庫県の医療費助成制度への対応 P. 117 

   

5.その他の変更 P. 139 

  



2 

 

1.はじめに 
 

今回リリースいたしました介五郎（介護保険版）「Ver10.3.0.0」では下記の変更を行いました。 

 

［サービス共通］ 

■LIFEとの連携項目の追加 

LIFE と連携できるメニューとして、通所リハ計画書（令和 3年度版）と ADL 評価票を新たに追加し

ました。通所リハ計画書は通所リハ・訪問リハのリハビリテーションマネジメント加算、ADL 評価票

は（地域密着型）通所介護の ADL維持等加算の算定要件に含まれます。 

※ご利用される前に LIFE 利用時のご注意を必ずお読みください。 

LIFE 連携機能についてのおことわり 

本マニュアルは令和 3 年 8 月 11日時点の LIFE の仕様にもとづいて作成しています。LIFEは開始

して間もないサービスで、今後も仕様の変更が行われることが見込まれます。今後 LIFEの仕様変更が

行われた場合、本マニュアルの内容と異なる仕様になる可能性がありますので、あらかじめご了承く

ださい。 

 

■ケアマネジメント連絡用紙の追加 

 ケアマネジメント連絡用紙を追加しました。ケアマネジメント連絡用紙は、ケアマネジャーと訪問・

通所リハビリテーションの間の情報共有・連携強化のための帳票になります。 

 

［訪問看護］ 

■兵庫県医療費助成制度への対応 

 本年 7 月 1 日より兵庫県および県内市町村が実施する医療費助成制度を、訪問看護の医療請求に適用

できるようになりました。適用する場合は療養費明細書に助成の公費情報を記載する必要があります。

今回のバージョンで助成の公費情報を記載したレセプトをできるようになりました。 

 

［その他］ 

そのほか、下記の修正を行いました。 

 ①メニューバーの LIFE 連携メニューの位置を「連携機能」内に変更しました。 

 ②計画書類の参照画面を開いたとき、最初から絞込機能がオンになるように動作を変更しました。 

 ③訪問介護の提供記録簿の連絡票②に特定事業所加算の算定要件にあわせた文言を追加しました。 

 ④通所介護計画書にサイン記入欄を追加しました。 

 ⑤訪問看護の療養費請求書の作成履歴画面に保険の種別で絞り込める機能を追加しました。 
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LIFE は個人情報を保護するための仕組みが厳重に設計されています。そのため、取扱を誤ると入力
．．．．．．．．

した情報が二度と見られなくなってしまうおそれ
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

があります。 

そうした事態をさけるために、特にご注意していただきたい事項についてご説明します。注意①は非

常に重要ですので、特にお気をつけください。 

なお、ここでは注意事項のご説明のみになります。LIFE の導入方法・利用方法につきましては、LIFE

の公式マニュアルをお読みください。 

 

注意事項 

注意① 【暗号化キー】を控え【バックアップファイル】を定期的に保存してください！ 

注意② ブラウザの設定をご確認ください。 

注意③ 1 台のパソコンだけで LIFE を利用することを強くおすすめします！ 

 

 

【LIFEの公式マニュアルについて】 

 LIFEの公式マニュアルは LIFE公式ページの「操作マニュアル等」から読むことができます。 

  ［LIFE公式 URL］https://life.mhlw.go.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   ［必ずお読みください］LIFE を利用するときのご注意 重要   
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    【暗号化キー】を控え【バックアップファイル】を定期的に保存してください！ 

管理ユーザーの方は
．．．．．．．．．

【暗号化キー】を必ず控え、利用者・職員を追加したらバックア
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

ップファイルを必ず作成してください。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

 

暗号化キーとバックアップファイルは、どちらも登録したデータを守るために非常に重要です。管

理ユーザーの方はどちらも大切に保管してください。 

なぜ重要かの説明は長くなりますので、次のページでご説明します。まず管理ユーザーの方は下記

手順をお読みいただき、利用者・職員を追加したときは毎回必ずバックアップファイルを保存するこ

とを徹底してください。 

 

【バックアップファイルの取得方法】 

※管理ユーザーでログインして行ってください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意① 

①個人情報入出力をクリック 

②バックアップをクリック 

③出力された CSV ファイルを保管 

（ファイル名の数字はバックアップを

行った年月日時です） 
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【暗号化キーとバックアップファイルの重要性】 

 

LIFE では個人情報を保護するために「暗号化キー」と「個人情報データ」という仕組みが使われて

います。「暗号化キー」は管理ユーザーが初回ログインするときに必ず設定し、キーは使用したブラウ

ザ（Internet Explorer又は Microsoft Edge）内に保存されます。LIFE のシステム上に登録するデ

ータは暗号化されることになりますが、暗号化された内容は「暗号化キー」がないと見ることは出来

ません。また、利用者情報や職員情報の氏名等は LIFE システム上には保存されず「個人情報データ」

として暗号化キーと同様にブラウザ内に保存されます。 

 

この仕組みにより、他のブラウザ（他のパソコン）でそのまま LIFE を利用しようとすると「暗号

化キー」と「個人情報データ」が無いためデータの内容を見ることが出来ません。他のブラウザ（他

のパソコン）で利用するためには「暗号化キー」と「個人情報データ」が必要ですが、これらはバッ

クアップファイルという形で両方が入ったものを外部に出力することが可能です。他のブラウザでは

そのバックアップファイルをインポートすることで LIFEを使用することが出来るようになります。 

 

更に、パソコンの故障や、何かしらの理由で「暗号化キー」等がブラウザ内から消えてしまった場

合も最新のバックアップファイルが無いとデータを
．．．．

完全に
．．．

復元する方法がなくな
．．．．．．．．．．

ります。
．．．．

そのため利

用者情報等の追加・更新を行った際には必ずバックアップファイルの出力を行い、パソコンの故障を

考慮して外部メディアへの保存を行ってください。バックアップファイルが無いと LIFE のヘルプデ

スクに問い合わせてもデータの復元は出来ませんので、細心の注意を払って管理してください。（詳細

は P8～9の LIFE 公式マニュアルの抜粋をお読みください） 

また暗号化キーは任意の文字を設定することになりますが、バックアップファイルとは別にその内

容を控え、無くさないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊ 

＊＊＊＊ 

パソコン故障などの

トラブル発生 

バックアップファイル

が無いと… 

利用者情報を復元

不可能に… 
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下記 LIFE の公式マニュアルにしたがって、ブラウザの設定をご確認ください。以下の設定を行わなけれ

ば暗号化キーや個人データが消える可能性があります。 

 

   ブラウザの設定をご確認ください 注意② 
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    1台のパソコンだけで LIFEを利用することを強くおすすめします！ 

LIFE
．．．．

を利用するためのパソコン
．．．．．．．．．．．．

・ブラウザ
．．．．．

を
．

1
．
つ
．
だけに限定することを強くおすすめ
．．．．．．．．．．．．．．．．

します。
．．．．

 

LIFE を複数のパソコン・ブラウザで利用すると、バックアップファイルの受け渡しをよほど適切に

行わないかぎり、個人情報を欠落させてしまう可能性が非常に高くなります。利用者・職員の基本情

報を追加・変更するたびにパソコン間のバックアップファイルの受け渡しをして、常に基本情報をす

べての端末で共有しつづけなければならないからです。現実的にそのような運用は困難ですし、一度

欠落した基本情報は、二度と回復できなくなる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 管理ユーザーが複数のパソコン・ブラウザでバックアップファイルの受け渡しを行わずに利用者・

職員を登録した場合も同様のトラブルが発生します。たとえば、パソコン A で「太郎さん」の情報を

登録したあと、パソコン A のバックアップファイルをインポートせずに別のパソコン B で LIFEを利

用した場合、パソコン B では「太郎さん」の名前を見ることができなくなってしまいます。 

 ここからさらにパソコン B で「花子さん」の情報を登録すると、パソコン A では「花子さん」の

名前を見られなくなり、パソコン B では「太郎さん」の名前が見られなくなると、収拾のつかない状

況におちいってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

このトラブルを避けるために、使用するパソコン・ブラウザを 1つに限定して LIFE を利用すること

を強くおすすめします。 

注意③ 

太郎さん 
花子さん 

太郎さん 
花子さん 

バックアップをインポート 

 
 

バックアップをインポートせず 

？？？ 
？？？ 

利用者・職員の名前等が不明に… 

太郎さん 
花子さん 

データを引き継いで LIFE を利用可能 

太郎さん 
 

？？？ 
花子さん 

太郎さん 
？？？  

 

パソコン A パソコン B パソコン A バックアップを 
インポートせず 

・太郎さんが表示されない 
・そのまま花子さんを追加 

太郎さんを追加 
パソコンAでは花子さんが
表示されなくなる 
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資料①【『LIFE 導入手順書』の暗号化キー・バックアップファイルについての注意】 
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資料①-2 
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（補足）ログインユーザーの種類について 

LIFE にログインするときのユーザーには「管理ユーザー」と「操作職員」の 2 種類があります。

それぞれのユーザー種類によって LIFE でできることが異なるので、LIFEを利用するときは、目的に

応じたユーザーでログインする必要があります。 

管理ユーザーは、操作職員・利用者の基本情報の管理、バックアップファイルの管理など、LIFE の

基盤となる情報を設定できますが、各様式（アセスメント内容など）の入力ができません。 

操作職員は、各様式の内容を入力できますが、バックアップファイルの管理ができません（インポ

ートのみ可能）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細は次ページの資料②『LIFE 操作マニュアル』「ユーザーについて」をご参照ください。 

【操作職員】 

［可能］設定された様式の内容の入力 

［不可］①利用者・職員の基本情報の登録 ②様式の設定 

③バックアップファイルの出力（取込は可） 

 

【管理ユーザー】 

［可能］①利用者・職員の基本情報の登録 ②様式の設定 

③バックアップファイルの出力・取込 

［不可］設定された様式の内容の入力 
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2. LIFE への対応 

科学的介護情報システム「LIFE」への対応項目を追加しました。今回のバージョンで新たに以下の加

算に対応する情報を LIFE へアップロードできるようになりました。 

また、科学的介護推進に関する評価について、加算にとらわれず全てのサービス種類で作成・LIFE 連

携できるように拡充しました。 

 

【今回追加した帳票が算定要件に含まれる加算】 

加算名 対応する帳票 

訪問リハ 通所リハ 

リハビリテーションマネジメント加算（A）ロ 

リハビリテーションマネジメント加算（B）ロ 

訪問・通所リハ計画書（令和 3 年度版） 

（計画書の内容） 

・興味関心チェックシート 

・リハビリテーション計画書 

・リハビリテーション会議録 

・リハビリテーションマネジメントにおけるプロセス管理票 

・生活行為向上リハビリテーション実施計画書                                                                                                                                                             

通所介護・地域密着型通所介護 

ADL 維持等加算（Ⅰ） 

ADL 維持等加算（Ⅱ） 
ADL 評価票（※） 

※ADL 評価票は、通所介護以外のシステムでも作成することは可能です。 
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2-1.リハビリ計画書（令和 3 年度版）追加 

 

 令和 3 年度版の「通所リハビリテーション計画書」及び、「訪問リハビリテーション計画書」に対応し

ました。また、この様式は、LIFE に連携する様式となっております。 

作成できるファイルは、LIFE のシステム上の「興味関心チェック」「リハビリ計画書 1」「リハビリ計

画書 2」「リハビリ会議録」「プロセス管理票」「生活行為向上計画」の各様式になります。 

 

（通所リハ計画書） 

 

 

 

（訪問リハ計画書） 
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＜基本画面＞（通所リハ） 

 

 

リハビリ計画書の説明はボリュームが大きいので、様式ごとにわけてご説明します。 

下表で読みたい様式のページをご確認ください。 

 

各様式画面 ページ 

2-2-1. 興味・関心チェックシート P.17 

2-2-2. リハビリテーション計画書 1 P.19 

2-2-3. リハビリテーション計画書 2 P.32 

2-2-4. リハビリテーション会議録 P.43 

2-2-5. リハビリテーションマネジメントにおけるプロセス管理票 P.46 

2-2-6. 生活行為向上リハビリテーション実施計画 P.49 

 

※ここでは、「通所リハビリ計画書」の画面で説明を行います。「訪問リハビリ計画書」についても基本

的な内容、操作方法は同じです。 

 

 

 

  



15 

 

 

 

【登録についての注意点】 

 興味・関心チェックシートから生活行為向上実施計画の各項目は、この画面で登録をしないと保存

されません。必ず、各項目を入力した際には、リハビリテーション計画書画面で登録（F9）をクリ

ックして登録してください。 

 

 

 

 

旧様式を利用する場合 

 旧様式を利用する場合、「システム設定」の「リハビリ計画書様式」にて設定を変更します。 

 

  

注意！ 
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共通の操作方法 

 各様式において、共通の操作方法について説明します。 

※緑色の入力項目が LIFE に送られる項目になります。 

 

補助ボタンについて 

 職種の欄の横に補助ボタンがある場合、クリックすることで職種を選択することができます。 

職種選択画面が表示されるので、該当する職種を選択し、決定ボタンをクリックしてください。 

    

 

入力文字数の確認 

LIFE に送信できる文字数に制限があります。「*残〇文字」と表示されている項目については、送

信できる文字の残数を確認することができます。 

  

LIFE 連携の制限文字数を超えると、マイナス表示されます。マイナスの文字数は LIFEには反映さ

れませんが、入力画面に表示されている枠内の内容については帳票印刷の範囲となります。 
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2-1-1.興味・関心チェックシート 

 LIFEのシステム上の「興味・関心チェック」に対応する様式になります。 

 

＜興味・関心チェックシート＞                ＜職種の選択＞ 

  

 

興味関心チェックシート 各設定項目 

項目名 説明 

利用者名 選択している利用者名を表示します。 

年齢 選択している利用者の年齢を表示します。この項目は直接変更が可能です 

性別 選択している利用者の性別を表示します。 

台帳読込 利用者台帳から選択している利用者の情報を取得します。 

確定 入力した内容を確定します。 

作成日 興味・関心チェックシートの作成日を入力します。 

記録職員 記録している職員の氏名を入力します。 

職種 
記録している職員の職種コードを入力します。補助をクリックすることで、職種の

選択画面で選択した職種のコードを反映させることができます。 

補助 クリックすると職種の選択画面を表示します。 

生活行為の項目 
各生活行為項目にて「している」「していみたい」「興味がある」「非該当」のいず

れか、本人に該当するものを選択します。 

 

職種の選択 各設定項目 

項目名 説明 

コード 職種コードを表示します。 

内容 職種名を表示します。 

決定 クリックすることで、選択した職種が職種欄に反映します。 
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その他の項目の追加 

 その他の項目が必要な場合は、4項目まで、直接入力することができます。 

 

  

 

新しい項目を直接入力する場合は、左図の①②

③④の順番に印刷されます。 

 

（入力例） 

 

 

  

③ 
④ ② 

① 
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2-1-2.リハビリ計画書 1 

 LIFEのシステム上の「リハビリ計画書 1」に対応する様式になります。 

 

＜リハビリ計画書 1本人の希望＞ 

 

各設定項目  

項目名 説明 

計画作成日 リハ計画書の作成日を入力します。 

入院・外来 
入院か外来かを選択できます。未をクリックすると選択がクリアさ

れます。 

訪問・通所/ 
作成している計画書の種類により、訪問または通所に自動的にチェ

ックが表示されます。 

入所 入所の場合はチェックをクリックします。 

利用者名 選択している利用者名を表示します。 

性別 選択している利用者の性別を表示します。 

生年月日 選択している利用者の生年月日を表示します。 

年齢 
選択している利用者の年齢を表示します。この項目は直接変更する

ことができます。 

台帳読込 クリックすることで、利用者の情報を利用者台帳から反映します。 

要介護度 
選択している利用者の要介護度を表示します。この項目は直接変更

することができます。 
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リハビリテーション担当医 リハビリ担当医の氏名を入力します。 

担当 リハビリ担当者の氏名を入力します。 

職種 
職種コードを入力します。補助ボタンをクリックすることで職種を

選択することができます。 

補助 クリックすると職種の選択画面を表示します。 

本人の希望 

本人の希望等を入力します。ケアプランより取得ボタンをクリック

すると、ケアプランのシステムと連携している場合は居宅サービス

計画書より反映させることができます。 

家族の希望 

家族の希望等を入力します。ケアプランより取得ボタンをクリック

すると、ケアプランのシステムと連携している場合は居宅サービス

計画書より反映させることができます。 
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＜リハビリ計画書 1健康状態＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

病名コード 病名コードを入力します。ICD-10コードに従って入力してください。 

ICD10 コード検索 クリックすると e-Statの ICD-10 コードの検索ページを開きます。 

原因疾病 病名を入力します。ICD-10 コードに従って入力してください。 

発症日・受傷日 発症・受傷した年月日を入力します。 

直近の入院日 直近の入院日を入力します。 

直近の退院日 直近の退院日を入力します。 

治療経過 治療経過を入力します。 

傷病コード 
合併疾患・コントロール状態についてコードで入力します。ICD-10 コードに

従って入力してください。 

ICD10 コード検索 クリックすると e-Statの ICD-10 コードの検索ページを開きます。 

合併疾患・コントロ

ール状態 

合併疾患・コントロール状態（高血圧、心疾患、呼吸器疾患、糖尿病等）につ

いて入力します。 

これまでのリハビリ

テーション実施状況 

これまでのリハビリの実施状況を入力します。 

目標設定等支援・管

理シート 

目標設定等支援・管理シートのあり・なしを選択します。未をクリックすると

選択がクリアされます。 

日常生活自立度 日常生活自立度を入力します。 
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認知症高齢者の日常

生活自立度 

認知症高齢者の日常生活自立度を入力します。 

台帳読込 クリックすることで、利用者台帳から情報を反映します。 

 

 

ICD-10 コードについて 

病名コードの入力補助として ICD-10コードボタンを置いています。病名コードは e-Stat「疾病、傷

害及び死因の統計分類（基本分類）(ICD-10(2013 年版))」を参考に御入力ください。e-Stat の

ICD-10 コードの病名検索ページは、大分類→小分類へ階層状に病名を分類しています。LIFE で入力

する病名・分類コードは、このなかで最も下位に分類されたものになります。また、分類コードの番

号を入力するときは「*」などの記号は入力しません。  

（病名コード入力画面） 

 

e-Stat「疾病、傷害及び死因の統計分類（基本分類）

(ICD-10(2013 年版))」検索ページ 

 

 

［例］下記の場合、分類コード「F00*」の下に「F00.0*」～「F00.9*」が位置します。 

 

この場合、分類コード「F00*」は使用しません。「F00.0*」～「F00.9*」を使用します。また

分類コード末尾の「*」は省略します。 

・「アルツハイマー＜Alzheimer＞病の認知症，早発性（G30.0†）」を入力する場合 

→分類コードには「F00.0」を入力 

キーワード検索に病名を入力して探してください。 
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＜リハビリ計画書 1-心身機能＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

心身機能・構造 

心身機能・構造における状態等について項目を表示しています。 

高次脳機能障害 障害名を入力します。 

6 分間歩行試験・ 

TUG Test 

「6 分間歩行試験」または「TUG Test（Timed Up & Go 

Test）」のいずれかを選択し、評価した値を入力します。 

MMSE・HDS-R 

「MMSE（ミニメンタルステート検査）」または「HDS-R（改

訂長谷川式簡易知能評価スケール）」のいずれかを選択し、評価

した値を入力します。 

現在の状況 
現在の状況として各項目の状態について該当「あり」または「な

し」を選択します。未をクリックすると選択がクリアされます。 

活動への支障 
活動への支障について項目ごとに「あり」または「なし」を選択

します。未をクリックすると選択がクリアされます。 

特記事項 各項目における特記事項を入力します。 

コミュニケーションの状況 利用者のコミュニケーションの状況を入力します。 
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＜リハビリ計画書 1-活動（基本）＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

活動（基本動作） 活動の各項目を表示しています。 

リハビリ開始時点 
リハビリ開始時点での状態「自立」「見守り」「一部介助」「全介

助」を選択します。未をクリックすると選択がクリアされます。 

現在の状況 
現在の状況での状態「自立」「見守り」「一部介助」「全介助」を

選択します。未をクリックすると選択がクリアされます。 

特記事項 各項目における特記事項を入力します。 
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＜リハビリ計画書 1-活動（ADL）＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

活動（ADL） 活動の各項目を表示しています。 

リハビリ開始時点 
リハビリ開始時点での状態「自立」「一部介助」「全介助」を選択

します。未をクリックすると選択がクリアされます。 

現在の状況 
現在の状況での状態「自立」「一部介助」「全介助」を選択します。

未をクリックすると選択がクリアされます。 

特記事項 各項目における特記事項を入力します。 

ADL取得 作成済みの ADL 評価票の内容を反映させることができます。 

合計点 各項目の状態から ADLの評価値が表示されます。 
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ADL取得 

すでに作成されている ADL 評価から内容を取得することができます。 

ADL取得ボタンをクリックすると、ADL 評価取得画面が表示されます。 

取得したい日付を選択し、取得開始ボタンをクリックすると内容が反映されます 

 

  

※ADL 評価票の詳しい入力方法については「2-2.ADL評価票の追加」をご覧ください。 
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＜リハビリ計画書 1-目標＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

機能訓練の短期目標（今後 3 ヵ月） 

心身機能 
心身機能についての目標を入力します。また、選択をクリックすると ICF コー

ドの選択画面を表示します。選択したコードを反映させることができます。 

活動 
活動についての目標を入力します。また、選択をクリックすると ICF コードの

選択画面を表示します。選択したコードを反映させることができます。 

参加 
参加についての目標を入力します。また、選択をクリックと ICF コードの選択

画面を表示します。選択したコードを反映させることができます。 

機能訓練の長期目標 

心身機能 
機能についての目標を入力します。また、選択をクリックすると ICF コードの

選択画面を表示します。選択したコードを反映させることができます。 

活動 
活動についての目標を入力します。また、選択をクリックすると ICF コードの

選択画面を表示します。選択したコードを反映させることができます。 

参加 
参加についての目標を入力します。また、選択をクリックすると ICF コードの

選択画面を表示します。選択したコードを反映させることができます。 

ケアプランより取得 
クリックすると、ケアプランのシステムと連携している場合、居宅サービス計

画表 2から目標を取得することができます。 
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＜ICF コードの選択＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

抽出条件 

コード ICF コード入力すると、該当する「コード」を含む明細を抽出します。 

含まれる行為 
含まれる行為の内容を入力すると、該当する「含まれる行為」を含む

明細を抽出します。 

説明 

説明内容を入力すると、入力された文言を含む明細を抽出します。

「AND 検索」にチェックを入れると複数の文言すべてを含む、「OR

検索」にチェックを入れると複数の文言のいずれかを含む結果を表示

させることができます。 

分類 クリックすると、選択した分類の明細を抽出します。 

条件クリア クリックすると、入力した抽出条件をクリアします。 

決定 
クリックすると、入力した抽出条件に応じて明細を抽出して表示しま

す。 

明細行 

コード ICF コードを表示します。 

含まれる行為 含まれる行為を表示します。 

ICF（国際生活機能分類）名称 ICF コードの分類名を表示します。 

説明 説明内容を表示します。 
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選択ボタンについて 

選択をクリックすると、「ICF の選択」画面が表示されます。 

入力したい明細行を選択し、決定をクリックすることで、内容を反映させることができます。 

 

 

  

 

ICF（国際生活機能分類）コードについて 

ＩＣＦは健康状況と健康関連状況を記述するための、統一的で標準的な言語と概念的枠組みを提供するこ

とを目的とする分類です。ＷＨＯが総合的に管理運営しているＷＨＯ－ＦＩＣ（世界保健機関国際分類フ

ァミリー）（※）の中心分類の一つです。厚生労働省では、社会保障審議会統計分科会の下に、生活機能分

類専門委員会を設置し、ＷＨＯの動向等を踏まえ、ＩＣＦに関する具体的な事項について検討を行って 

います。 

ＩＣＦは、「心身機能・身体構造」、「活動」、「参加」の３つの構成要素からなる「生活機能」と、ま

た、それらに影響を及ぼす「環境因子」等の「背景因子」の項目で構成されています。 

 

転記について 

ICF コードを入力後、転記ボタンをクリックすると、各項目の目標に内容を転記します。 
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＜リハビリ計画書 1-方針＞ 

 

 

各設定項目  

項目名 説明 

リハビリテーションの方針 今後 3か月間のリハビリテーションの方針を入力します。 

本人・家族への生活指導の内容 本人、家族への生活指導の内容を入力します。 

リハビリテーション実施上の留意点 リハビリを実施する上での留意点を入力します。 

リハビリテーションの見通し・継続理由 リハビリの見通し、継続理由を入力します。 

リハビリテーション終了目安 リハビリの終了目安について入力します。 

終了の目安となる時期 リハビリ終了目安となる時期を数値で入力します。 
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＜リハビリ計画書 1-特記事項＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

利用者・ご家族への説明 利用者、ご家族へ説明した年月日を入力します。 

特記事項 その他特記があれば入力します。 
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2-1-3.リハビリ計画書 2 

 

 LIFEのシステム上の「リハビリ計画書 2」に対応する様式になります。 

 

＜リハビリ計画書 2-環境因子＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

計画作成日 リハ計画書の計画作成日を入力します。 

見直し予定時期 
計画を見直す予定時期を数値で入力します。上旬・中旬・下旬を

選択します。 

環境因子 環境因子となる項目を表示しています。 

課題 各項目において課題がある場合にチェックを入れます。 

状況 各項目において、課題がある場合は状況を入力します。 
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＜リハビリ計画書 2-社会参加＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

家庭内の役割の内容 

家庭内での役割の内容を入力します。「特になし」のチェックをはず

すと入力を開始できます。選択をクリックすると「興味関心チェッ

クシート」が開き、選択した内容を反映させることができます。転

記をクリックすることで選択した内容を項目に転記することができ

ます。 

余暇活動 

余暇活動の内容、頻度を入力します。「特になし」のチェックをはず

すと入力を開始できます。選択をクリックすると、興味関心チェッ

クシートが開き、選択した内容を反映させることができます。転記

をクリックすることで選択した内容を項目に転記することができま

す。 

社会・地域活動 

社会、地域活動の内容、頻度を入力します。「特になし」のチェック

をはずすと入力を開始できます。選択をクリックすると、興味関心

チェックシートが開き、選択した内容を反映させることができます。

転記をクリックすることで選択した内容を項目に転記することがで

きます。 

リハビリテーション終了後に行いた

い社会参加等の取り組み 

リハビリ終了後に行いたい社会参加の内容を入力します。「特にな

し」のチェックをはずすと入力を開始できます。選択をクリックす

ると、興味関心チェックシートが開き、選択した内容を反映させる

ことができます。転記をクリックすることで選択した内容を項目に

転記することができます。 
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選択ボタンについて 

選択ボタンをクリックすると、「興味関心チェックコードの選択」画面を表示します。 

項目を選択して決定をクリックすることで、内容を反映させることができます。 

 

 

  

 

 

転記について 

興味関心チェックコードを入力後、転記ボタンをクリックすると、各項目の目標に内容を転記します。 
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＜リハビリ計画書 2-活動（IADL）＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

アセスメント項目 アセスメントの項目を表示しています。 

リハ開始時 
「評価内容の記載方法」を参考にリハ開始時の状況を数値で入力

します。 

現状 「評価内容の記載方法」を参考に現状を数値で入力します。 

合計点数 入力した点数の合計を表示します。 

特記事項 各項目において特記があれば入力します。 

 

評価内容の入力方法 

評価内容は、画面右側にある「評価内容の記載方法」を参考に、数字を入力してください。 
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＜リハビリ計画書 2-要因分析＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

活動と参加において重要性の高い

課題 
活動と参加において重要性の高い課題を入力します。 

活動と参加に影響を及ぼす機能障

害の課題 
活動と参加に影響を及ぼす機能障害の課題を入力します。 

活動と参加に影響を及ぼす機能障

害以外の要因 
活動と参加に影響を及ぼす機能障害以外の要因を入力します。 
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＜リハビリ計画書 2-リハビリテーションサービス＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

訪問・通所頻度 
訪問・通所の利用頻度を数値で入力します。入力する場合はチェ

ックボックスにチェックを入れます。 

利用時間 
利用時間について数値で入力します。チェックボックスにチェッ

クを入れ、LIFE に合わせて正数で入力します。 

送迎なし 送迎がない場合にチェックを入れます。 

明細行 
ダブルクリックすることでリハビリサービス内容を入力するこ

とができます。 

↑ ↓ クリックすると選択した明細行の位地を移動させます。 

一括 クリックすると期間を一括で設定することができます。 

行挿入 選択した明細行の上の行に空白の行を作成します。 

行削除 選択した明細行を削除します。 

週合計時間 入力したサービスの週合計時間が表示されます。 
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＜リハビリ計画書 2-リハビリテーションサービス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

目標 目標を ICF コードで入力します。 

選択 クリックすると ICF コードの選択画面を表示します。 

転記 選択した ICF コードの内容を転記します。 

ケアプランより取得 
ケアプランとシステム連携している場合、ケアプランの居宅サービス計画書 2

から内容を反映させることができます。 

期間 
目標の期間を入力します。補助ボタンをクリックすることで、年月日の入力フ

ォームが開くので、簡易に入力できます。 

担当職種 
担当職種をコードで入力します。補助ボタンをクリックすることで職種の選択

画面が表示されるので選択して反映させることができます。 

具体的支援内容 
具体的支援内容を選択します。選択ボタンをクリックすることで支援コードの

選択が表示されるので、選択して反映させることができます。 

選択 クリックすると支援コードの選択画面を表示します。 

転記 クリックすると入力したコードの内容を転記します。 

頻度 サービス提供の「頻度」を数値で入力します。 

時間 サービス提供の「時間」を数値で入力します。 
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＜支援コードの選択＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

抽出条件 

コード 支援コード入力すると、該当する「支援」を含む明細を抽出します。 

細項目 細項目入力すると、該当する「細項目」を含む明細を抽出します。 

説明 

説明内容を入力すると、入力された文言を含む明細を抽出します。「AND検

索」にチェックを入れると複数の文言すべてを含む、「OR 検索」にチェック

を入れると複数の文言のいずれかを含む結果を表示させることができます。 

分類 クリックすると、選択した分類の明細を抽出します。 

条件クリア クリックすると、入力した抽出条件をクリアします。 

決定 クリックすると、入力した抽出条件に応じて明細を抽出して表示します。 

明細 

コード 支援コードを表示します。 

細項目 細項目を表示します。 

説明 説明内容を表示します。 
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リハビリテーションサービスの入力方法 

サービスの明細行をダブルクリックすることで、リハビリテーションサービス入力画面が開きます。 

入力画面に入力した内容は、確定ボタンをクリックすることで、明細行に反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「目標」選択ボタンについて 

目標の項目にある選択をクリックすると、「ICF の選択」画面が表示されます。 

入力したい明細行を選択し、決定をクリックすることで、内容を反映させることができます。 
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具体的支援内容の選択ボタンについて 

具体的支援内容の選択をクリックすると、支援コードの選択画面が表示されます。 

入力したい明細行を選択し、決定をクリックすることで、内容を反映させることができます。 
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＜リハビリ計画書 2-情報提供＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

他事業所の担当者と共有すべき事

項 
他事業所の担当と共有すべき事項を入力します。 

介護支援専門員と共有すべき事項 介護支援専門員と共有すべき事項を入力します。 

その他、共有すべき事項 その他共有すべき事項を入力します。 

情報提供先 
情報提供先にチェックを入れます。4 つ目にチェックを入れた場

合は、自由に提供先名を入力することができます。 
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2-1-4.リハビリ会議録 

 

 LIFEのシステム上の「リハビリ会議録」に対応する様式になります。 

 

＜リハビリ会議録-出席者＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

作成年月日 会議録の作成日を入力します。 

開催日 会議の開催日を入力します。 

開催場所 会議の開催場所を入力します。 

開催時間 会議の開催時間を入力します。 

開催回数 会議の開催回数を入力します。 

会議出席者 

所属（職種） 出席者の所属、職種を入力します。補助をクリックすることで「職

種の選択」画面が表示されるので職種選択して反映させることが

できます。 

氏名 出席者の氏名を入力します。 

 

  



44 

 

＜リハビリ会議録-内容＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

リハビリテーションの支援方針 リハビリテーションの支援方針を入力します。 

リハビリテーションの内容 リハビリテーションの内容を入力します。 

各サービス間の提供に当たって共

有すべき事項 
各サービス間の提供に当たって共有すべき事項を入力します。 
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＜リハビリ会議録-不参加/次回予定＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

利用者又は家族、構成員不

参加理由 

「利用者」「家族」「サービス担当者」不参加の場合にチェックを入れて

その理由を入力します。サービス担当者は氏名も入力します。 

次回の開催予定と検討事項 次回の開催予定と検討事項を入力します。 
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2-1-5.プロセス管理票 

 LIFEのシステム上の「プロセス管理票」に対応する様式になります。 

 

＜プロセス管理票-プロセス①＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

作成年月日 プロセス管理票の作成年月日を入力します。 

チェック 該当する項目にチェックを入力します。 

プロセス 各プロセスの項目を表示しています。 

参加者及び

内容 

サービス開始時における情報収集 情報収集元の担当者にチェックを入力します。 

リハビリテーション会議の開催に

よるリハビリテーション計画書の

作成 

参加者にチェックを入力します。また、計画の作成

日付を入力します。 

リハビリテーションマネジメント

加算（Ⅱ） 

計画作成に関与したスタッフによるリハビリ計画の

利用者・家族への説明に対しての同意、変更にチェ

ックを入れます。また意見を入力します。 

リハビリテーションマネジメント

加算（Ⅲ）または（Ⅳ） 

医師によるリハビリ計画の利用者・家族への説明に

対しての同意、変更にチェックを入れます。また意

見を入力します。 

備考 備考を入力します。 
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＜プロセス管理票-プロセス②＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

チェック 該当する項目にチェックを入力します。 

プロセス 各プロセスの項目を表示しています。 

参加者及び

内容 

リハビリテーション計画者に基

づくリハビリテーションの提供 

該当する内容にチェックを入れます。また項目にない

場合はその他にチェックを入れ内容を入力します。 

リハビリテーション会議の実施

と計画の見直し 

リハビリ会議の実施及び計画の見直し時期を入力し

ます。 

訪問介護の事業その他の居宅サ

ービス事業に係る従業者に対す

る日常生活上の留意点、介護の

工夫等の情報伝達 

情報伝達の日付、担当者を入力します。 

備考 備考を入力します。 
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＜プロセス管理票-プロセス③＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

チェック 該当する項目にチェックを入力します。 

プロセス 各プロセスの項目を表示しています。 

参加者及び

内容 

居宅を訪問して行う介護の工夫に

関する指導・助言の実施 

指導、助言を行った日付を入力します。 

サービスを終了する 1 月前以内の

リハビリテーション会議の開催 

参加者にチェックを入れます。また、開催日を入力

します。 

終了時の情報提供 
サービス提供終了時に情報提供した担当者にチェ

ックを入れます。 

備考 備考を入力します。 
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2-1-6.生活行為向上実施計画 

 

 LIFEのシステム上の「生活行為向上実施計画」に対応する様式になります。 

 

＜生活行為向上実施計画-目標＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

作成年月日 生活行為向上実施計画の作成年月日を入力します。 

本人の生活行為の目標 本人の生活行為の目標を入力します。 

家族の目標 家族の目標を入力します。 
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＜生活行為向上実施計画-訓練（活動）＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

活動 

通所訓練期 通所訓練期の期間を入力します。 

 

通所頻度 通所訓練期の通所頻度を数値で入力します。 

プログラム 

通所訓練期のプログラムの内容を入力します。選択をクリッ

クすると支援コードの選択画面が開き、支援内容を選択して

コードを反映させることができます。転記をクリックするこ

とで、プログラムに選択した支援内容を転記することができ

ます。 

自己訓練 通所訓練期の自己訓練の内容を入力します。 

社会適応訓練期 社会適応訓練期の期間を入力します。 

 

通所頻度 社会適応訓練期の通所頻度を数値で入力します。 

プログラム 

社会適応訓練期のプログラムの内容を入力します。選択をク

リックすると支援コードの選択画面が開き、支援内容を選択

してコードを反映させることができます。転記をクリックす

ることで、プログラムに選択した支援内容を転記することが

できます。 

自己訓練 社会適応訓練期の自己訓練の内容を入力します。 
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＜生活行為向上実施計画-訓練（心身機能/参加）＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

心身機能 

通所訓練期 通所訓練期の期間を入力します。 

 

通所頻度 通所訓練期の通所頻度を数値で入力します。 

プログラム 

通所訓練期のプログラムの内容を入力します。選択をクリッ

クすると支援コードの選択画面が開き、支援内容を選択して

コードを反映させることができます。転記をクリックするこ

とで、プログラムに選択した支援内容を転記することができ

ます。 

自己訓練 通所訓練期の自己訓練の内容を入力します。 

社会適応訓練期 社会適応訓練期の期間を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

通所頻度 社会適応訓練期の通所頻度を数値で入力します。 

プログラム 

社会適応訓練期のプログラムの内容を入力します。選択をク

リックすると支援コードの選択画面が開き、支援内容を選択

してコードを反映させることができます。転記をクリックす

ることで、プログラムに選択した支援内容を転記することが

できます。 

自己訓練 社会適応訓練期の自己訓練の内容を入力します。 
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参加 

通所訓練期 通所訓練期の期間を入力します。 

 

通所頻度 通所訓練期の通所頻度を数値で入力します。 

プログラム 

通所訓練期のプログラムの内容を入力します。選択をクリッ

クすると支援コードの選択画面が開き、支援内容を選択して

コードを反映させることができます。転記をクリックするこ

とで、プログラムに選択した支援内容を転記することができ

ます。 

自己訓練 通所訓練期の自己訓練の内容を入力します。 

社会適応訓練期 社会適応訓練期の期間を入力します。 

 

通所頻度 社会適応訓練期の通所頻度を数値で入力します。 

プログラム 

社会適応訓練期のプログラムの内容を入力します。選択をク

リックすると支援コードの選択画面が開き、支援内容を選択

してコードを反映させることができます。転記をクリックす

ることで、プログラムに選択した支援内容を転記することが

できます。 

自己訓練 社会適応訓練期の自己訓練の内容を入力します。 
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＜生活行為向上実施計画-評価＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

支援内容の評価 支援内容の評価を入力します。 
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2-1-7.帳票印刷 

 

＜印刷の手順＞ 

旧様式からリハ計画書を複写する手順を説明します。 

 

 

①  印刷（F8）をクリックします。 

  

 

② 印刷条件設定の画面が表示されるので、出力

の種類にて印刷する様式を選択します。 

 

  条件入力にて印刷したい管理日の期間、利用

者の指定、印刷順（ＩＤ順、カナ順）を指定

することができます。クリアをクリックする

と、条件入力の内容をすべて空白にすること

ができます。 

  条件指定後、右下の決定をクリックします。 

  

   

③  印刷確認が表示されたらはい（Y）をクリ

ックします。 

  

 

④ 印刷プレビュー画面が表示されます。左上の

印刷ボタンをクリックすることで、印刷され

ます。 

 

  

0 
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（興味・関心チェックシート） 
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（リハビリ計画書 1） 
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（リハビリ計画書 2） 
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（リハビリ会議録） 

 

 

（プロセス管理票） 
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（生活行為向上実施計画） 
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2-1-8.計画書の複写・削除について 

 

＜計画書の複写の手順＞ 

リハ計画書を複写する手順を説明します。 

 

 

① 複写したい利用者、計画書を作成したい管理

日を入力し、複写（F3）をクリックします。 

  

 

② 複写機能画面が表示されるので、複写元の日

付を選択し、複写したい各様式にチェックを

いれ、複写開始をクリックします。 

 

  ※旧様式（令和元年 10 月改定版）で作成さ

れた計画書は複写元の日付の左側に「旧」が

表示されます。 なお、平成 27年度版以前

からの複写はできません。 

  

   

③ 複写確認が表示されたらはい（Y）をクリッ

クします。複写完了のメッセージが表示され

たら OK をクリックします。 

  

 

④ 以上で、旧様式から複写が完了します。 

  

0 
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旧様式から複写した場合の注意点 

 旧様式にはない項目については、追加で入力する必要があります。 

LIFE 連携するためには、「職種コード」「ICD10」「ICF コード」「支援コード」といったコードを入力

する項目がありますので、複写後は各様式をご確認の上ご入力下さい。 
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＜計画書の削除の手順＞ 

登録した通所リハ計画書の削除手順を説明します。 

 

  

① 削除したい計画書を表示し、削除（F4）を

クリックします。 

  

 

② 削除したい項目にチェックをつけて、削除ボ

タンをクリックします。 

  

    

③ 削除確認が表示されるのではい（Y）をクリ

ックし、削除完了が表示されたら OK をクリ

ックします。 
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2-1-9.LIFE 連携 CSV ファイル作成 

 

 LIFEにアップロードするには、まず CSV ファイルを出力する必要があります。CSV ファイルを出力

するためにはシステム設定で保存先のフォルダの設定を行う必要があります。 

 

①（事前準備）インフォ・テック関連フォルダの設定 

 最初に作成した CSVファイルを保存する場所を設定します。設定した場所には「インフォ・テック関

連フォルダ」という名前のフォルダが作成されるようになります。LIFE 連携用の CSV ファイルは、そ

の中の指定のフォルダに保存されるようになります。 

 

 

 

すでにインフォ・テック関連フォルダを作成している場合は、この作業は不要です。  

 

 

＜システム設定－端末設定＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

ｲﾝﾌｫ･ﾃｯｸ関連 

ﾌｫﾙﾀﾞ作成ﾊﾟｽ 

介五郎で作成した関連ファイルを保存する場所を登録します。 

 

 

  

POINT 
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＜インフォ・テック関連フォルダの設定＞ 

 この設定は LIFE 連携用の CSVファイルを作成するパソコンで行ってください。 

 

① 上部メニューバーの「データファイル(S)」

－「基本設定(V)」―「システム設定(V)」を

クリックします。 

  

 

② 画面上部の「端末設定」をクリックします。 

  

 

 

③ インフォ・テック関連フォルダ作成パス欄の

既定をクリックします。既定をクリックした

場合、デスクトップにインフォ・テック関連

フォルダを作成するようになります。 
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⑤ F9登録をクリックして、登録します。 

  

 

・ 設定した場所には、CSV 出力を行ったとき

に「インフォ・テック関連フォルダ」という

名前のフォルダが作成されるようになりま

す。 

 

 

 

デスクトップ以外の場所にインフォ・テック関連フォルダを作成したい場合 

 デスクトップ以外の場所にインフォ・テック関連フォルダを作成したい場合は、変更をクリックして

作成する場所を選択してください。 
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② リハ計画書の CSV 出力 

 

登録した通所リハ計画書、訪問リハ計画書は CSV ファイルとして出力することができます。出力した

CSV ファイルは、「インフォ・テック関連フォルダ」で設定したフォルダに保存されます。 

CSV ファイルは下表の 2 種類を作成できます。①は利用者の基本情報になり、管理ユーザーが LIFE

に取り込むことができます。②～⓻はリハ計画書の情報になり、操作職員が取り込むものです。①は利

用者情報の基盤となるものなので、②～⓻より先に LIFE に取り込まれておく必要があります。 

 

CSV ファイル名 ファイルの内容 

①SERVICE_USER_INFO.csv 利用者情報 

②FORM_0310_2021.csv 興味・関心チェックシート 

③FORM_0410_2021.csv リハビリテーション計画書 1 

④FORM_0420_2021.csv リハビリテーション計画書 2 

⑤FORM_0430_2021.csv リハビリテーション会議録 

⑥FORM_0440_2021.csv プロセス管理票 

⑦FORM_0450_2021.csv 生活行為向上リハ実施計画書 

 

【作業の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介五郎から通所リハ計画書（訪問リハ計画書）の CSVファイルを出力 
1 

インフォ・テック関連フォルダに保存 
2 

「（事前準備）インフォ・テック関連フォルダの設定」参照 

LIFE 

LIFE に管理ユーザーでログインして利用者の基本情報（※）を取込 

（※）リハ計画書を取り込む前に必要な情報になります 

使用ファイル： ①SERVICE_USER_INFO.csv 利用者情報 

3 

LIFE に操作職員でログインしなおしてリハ計画書を取込 

使用ファイル： ②FORM_0310_2021.csv～⑦FORM_0450_2021.csv 

※必須は③④のリハ計画書です。②、⑤～⓻の提出は任意です。 

4 

介五郎 

管理ユーザー 

操作職員 
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＜リハビリテーション計画（LIFE）CSV出力＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

事業所番号 LIFE に連携する事業所番号の事業所を選択します。 

エラー行を除く エラーになっている行を非表示にします。 

中止利用者を含む 中止扱いにしている利用者も含めて表示します。 

全件選択 表示中の明細すべてに指定のチェックを入れます。 

最新日選択 各利用者の最新の管理日の明細だけ指定のチェックを入れます。 

全件解除 指定のチェックをすべてクリアします。 

履歴 CSV出力の履歴を表示します。 

CSV 出力 クリックすると CSV ファイルを出力します。 

利用者情報も併せて作成する チェックを入れて CSV出力を行うと、利用者情報も出力されます。 

明細欄 

指定 チェックの入った利用者が CSV ファイル出力の対象になります。 

ID 利用者 ID を表示します。 

番号 被保険者番号を表示します。 

利用者名 利用者名を表示します。 

サービス種類 基本情報タブで入力したサービス種類が表示されます。 

管理日 リハ計画書を作成した管理日が表示されます。 

興味関心 興味関心チェックシートを作成した場合に〇が表示されます。 

リハ計画 1 リハ計画書 1 を作成した場合に〇が表示されます。 

リハ計画 2 リハ計画書 2 を作成した場合に〇が表示されます。 
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会議録 リハ会議録を作成した場合に〇が表示されます。 

管理票 プロセス管理票を作成した場合に〇が表示されます。 

実施計画 生活行為向上実施計画を作成した場合に〇が表示されます。 

必須項目 必須項目に不備があった場合「エラー」と表示されます。 

詳細 エラーがある場合にクリックするとエラーの詳細を表示します。 

 

 

＜リハビリテーション計画書（LIFE）CSV 出力履歴 / 出力履歴詳細＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

ADL評価（LIFE）CSV出力履歴 

作成日時 CSVファイルの作成日時を表示します。 

事業所番号 作成時に設定していた連携する事業所の事業所番号を表示します。 

計画書区分 リハ計画書のどの項目のデータかを表示します。 

件数 作成件数を表示します。 

利用者情報 利用者情報を含めて CSV ファイルを作成していた時にチェックが付きます。 

詳細 出力履歴詳細画面を開きます。 

ADL評価（LIFE）CSV出力履歴詳細 

ID 利用者 ID を表示します。 

利用者名 利用者名を表示します。 

評価日 作成した CSVファイルの評価日を表示します。 

サービス種類 作成した CSVファイルのサービス種類を表示します。 
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＜印刷条件指定＞ 

 

 

各設定項目（CSV出力関連項目） 

項目名 説明 

出力の種類 / 条件入力 出力の種類・条件入力の設定は CSV ファイル作成にも反映されます。 

LIFE LIFE 連携用の CSV ファイル出力画面を開きます。 
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＜LIFE 連携用の CSV ファイルの出力＞ 

 

① リハ計画書の入力画面を開き、F8 印刷をク

リックします。 

  

 

② 出力する項目を選択して、出力する条件を指

定します。このとき期間・利用者名を空白に

した場合、すべての期間・利用者を出力画面

で表示できます。 

 （クリアをクリックすると空白にできます） 

  

 

③ LIFE をクリックして、CSV 出力画面を開き

ます。 

  

 

④ 事業所番号を選択します。LIFE 連携用の

CSV ファイルは事業所番号ごとに作成しま

す。 

 

 ※LIFE は同一利用者でも事業所番号が異なる

と別人と見なします。事業所の選択を誤らな

いようにご注意ください。 
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⑤ CSV 出力の対象にする利用者の指定欄にチ

ェックを入れます。 

  

 

⑤  CSV 出力をクリックします。 

 

・ 初期状態では、各帳票に加えて利用者情報も

出力しますが、利用者情報が不要な場合は

「利用者情報も併せて作成する」のチェック

をはずします。 

  

 

⑦ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリッ

クします。 

  

 

 

⑧ 完了画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 
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（CSV ファイルの保存先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 出力した CSV ファイルは、インフォ・テッ

ク関連フォルダ内の下記フォルダに保存さ

れます。（出力時に除外したファイルは保存

されません） 

 

 インフォテック関連フォルダ 

 →LIFE 関連 

   →（事業所番号） 

    →①SERVICE_USER_INFO.csv 

     ②FORM_0310_2021.csv 

     ③FORM_0410_2021.csv 

     ④FORM_0420_2021.csv 

     ⑤FORM_0430_2021.csv 

     ⑥FORM_0440_2021.csv 

     ⓻FORM_0450_2021.csv 

 

 

 

 

【インフォ・テック関連フォルダの中は出力時にクリアされます】 

 指定フォルダの中身は CSV 出力を行うたびに一旦クリアされます。インフォ・テック関連フォルダ

内には常に最後に CSV 出力を行ったときに設定したデータだけが残ることになりますので、ご注意く

ださい。 

 

 

 

CSV ファイルの LIFE への取込方法は「2-3. LIFE へのアップロード方法」をご覧ください 

 

  

 

注意！ 
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2-2.ADL 評価票の追加 

 全てのシステム共通でADL評価票を追加しました。評価票の各項目を入力すると、ADL 値を測定で

きます。また、登録したデータは CSVファイルにして科学的介護情報システム「LIFE」へアップロー

ドすることができます。通所介護事業所様で ADL維持等加算の算定要件を満たすためにご活用いただけ

ます。 

 そのほか、入力内容をリハビリテーション関係の帳票（通所リハ計画書など）や科学的介護推進に関

する評価に反映させることもできます。 

 

 

【この章で説明する内容】 

2-2-1. ADL 評価票の入力 

 ADL 評価票の入力方法についてご説明します。 

 

 

2-2-2. ADL 評価票の CSV 出力 

 入力した ADL 評価票を CSV ファイルで出力する方法についてご説明します。出力した CSVファ

イルは LIFEに取り込むことができるようになります。 

 LIFE に取り込むとき、利用者情報は管理ユーザーで、ADL 評価票取込は操作職員で行う必要があ

ります。 

 

 

2-2-3. 計画書等への ADL 評価の反映 

 ADL 評価票の内容を、通所リハ計画書・科学的介護推進情報・訪問看護報告書②・訪問リハ計画書

の ADL 欄へ反映させることができます。 
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2-2-1. ADL 評価票の入力方法 

ADL評価票の入力方法をご説明します。入力した内容は LIFEへのアップロードのほか、帳票として

印刷することができます。 

 

＜ADL 評価入力＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

ヘッダ部 

利用者 ID 入力対象の利用者を設定します。v をクリックすると利用者を選択できます。 

被保険者番号 選択した利用者の被 保険者番号が表示されます。 

保険者番号 選択した利用者の保険者番号が表示されます。 

管理日 ADL 評価を管理する日付を設定します。（通常は評価を行った日を設定してください） 

次回計画見直し日 次回評価を行う予定の年月日を入力します。 

サービス種類 LIFE に情報提供する事業所のサービス種類を選択します。サービス種類を選択すると、

事業所設定にて自事業所として登録した事業所が、LIFE と連携する事業所として設定

されます。 

事業所番号 サービス種類欄で選択した事業所番号と事業所名を表示します。 

ADL 評価 

評価日 ADL 評価を行った年月日を入力します。 

記入者名 評価の記入者名を入力します。 

職種 補助ボタンをクリックし、記入者の職種を選択します。当てはまる職種が選択肢に無い

ときは「210-その他」を選択し、右のボックスへ職種を手入力します。 
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ADL 各項目 

(食事～排尿コン

トロール) 

各評価項目を選択します。未をクリックすると、選択したチェックをリセットできます。

各項目はバーセルインデックス（BI）にもとづいたものになっています。 

改善の見込みなど、特記事項がある時は特記欄に入力します。 

初月対象 
ADL 維持加算取得の為に入力を行う場合は、評価期間初月に該当する場合にチェック

を付けます。 

7 ヶ月目対象 
ADL 維持加算取得の為に入力を行う場合は、7 ヶ月目（評価期間初月の翌月から６ヶ

月目）の評価に該当する場合にチェックを付けます。 

合計点 入力した内容に応じて、BI の判定スコアが表示されます。 
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＜印刷条件指定＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

出力の種類 

ADL 評価表 ADL 評価表を印刷・出力する時に選択します。 

ADL 評価入力リスト ADL 評価入力リストを印刷する時に選択します。 

条件入力  

管理日 印刷・出力を行う評価表の管理日を指定します。 

利用者指定 印刷・出力を行う利用者を選択します。 

並べ替え 印刷時の利用者の並び順を ID 順かカナ順か選択します。 

管理日を印字しない チェックをつけると、印刷時に管理日が印字されません。 

利用者 IDを印字しない チェックをつけると、印刷時に利用者 ID が印字されません。 

クリア クリックすると指定した条件入力の内容がクリアされます。 

LIFE クリックすると、LIFE 連携用の CSV ファイル出力画面が開きます。 

決定 クリックすると、指定した条件で印刷プレビュー画面が開きます。 
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＜ADL 評価票の入力方法＞ 

※通所介護を例に、入力方法を案内します。 

 

①  上部メニューバーの「連携機能 (C)」－

「LIFE連携(L)」―「通所管理）ADL 評価票

(A)」をクリックします。 

 

  

 

② F2検索または v をクリックして作成する利

用者を選択します。 

  

 

③ 管理日を入力します。 
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④ サービス種類を選択します。選択すると事業

所番号と事業所名も表示されます。 

 

※ サービス種類は LIFE と連携する事業所とな

ります。たとえば通所介護（15）の ADL維

持等加算を算定する場合は「15-通所介護」

を選択します。 

  通所型独自サービス（A6）の場合は「A6-

通所型サービス（独自）」を選択します 

  

 

⑤  評価日と評価内容を入力します。 

  

 

⑥ すべての入力を終えたら F9登録をクリック

して登録します。 
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＜印刷の方法＞ 

 

①  印刷したい利用者・管理日を選択します。 

  

 

②  F8 印刷をクリックします。 

  

 

③ 印刷する帳票を選択し、印刷条件を設定して

決定をクリックします。 

 

   

  

 

④ 印刷確認画面をはいで進みます。 

  



80 

 

 

⑤ プレビュー画面が表示されます。内容を確認

して印刷を行います。 

  

 

 

 

＜複写の方法＞ 

 

① 利用者を選択し、管理日を複写先の日付（新

規で作成する日付）にします。 

  

 

②  F3 複写をクリックします。 
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③  過去に作成した評価票の日付が表示されま 

す。システムの種類（※）と複写元にする評

価日を選択し、複写開始をクリックします。 

 

 

（※）複数のシステムをご使用の場合、システム

の種類（居宅～療養）を選ぶことで他のシス

テムで登録した ADL 評価を複写できます。

通常は今開いているシステムが選択されま

す。 

  

 

④ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリッ

クします。 

  

 

⑤ 完了画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 

  

 

⑥ ①で選択した管理日に③で選択した管理日 

の内容がコピーされます。 

変更が必要な箇所を修正して登録してくださ

い。 

 

 

  

システムの種類 
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＜削除の方法＞ 

 

①  削除したい利用者・評価票の管理日を選択

します。 

  

 

② F4削除をクリックします。 

  

 

③ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリッ

クします。 

  

 

④ 完了画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 
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④  選択したデータが削除されます。 

 

 

通所システムは、メインメニューの通所介護計画書メニューから ADL 評価票入力を開くこともできます。 

 

 

 

 

 

 

  

補足 
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【出力帳票サンプル】 

 

＜ADL 評価票＞ 

 

 

＜ADL 評価入力リスト＞ 

作成した ADL評価票の内容を一覧で確認することができます。 
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2-2-2. ADL 評価票の CSV ファイル出力 

 LIFEにアップロードするには、まず CSV ファイルを出力する必要があります。CSV ファイルを出力

するためにはシステム設定で保存先のフォルダの設定を行う必要があります。 

 

①（事前準備）インフォ・テック関連フォルダの設定 

 最初に作成した CSVファイルを保存する場所を設定します。設定した場所には「インフォ・テック関

連フォルダ」という名前のフォルダが作成されるようになります。LIFE 連携用の CSV ファイルは、そ

の中の指定のフォルダに保存されるようになります。 

 

 

 

すでにインフォ・テック関連フォルダを作成している場合は、この作業は不要です。 

 

 

＜システム設定－端末設定＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

ｲﾝﾌｫ･ﾃｯｸ関連 

ﾌｫﾙﾀﾞ作成ﾊﾟｽ 

介五郎で作成した関連ファイルを保存する場所を登録します。 

 

 

  

POINT 
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＜インフォ・テック関連フォルダの設定＞ 

 この設定は LIFE 連携用の CSVファイルを作成するパソコンで行ってください。 

 

① 上部メニューバーの「データファイル(S)」

－「基本設定(V)」―「システム設定(V)」を

クリックします。 

  

 

② 画面上部の「端末設定」をクリックします。 

  

 

 

③ インフォ・テック関連フォルダ作成パス欄の

既定をクリックします。既定をクリックした

場合、デスクトップにインフォ・テック関連

フォルダを作成するようになります。 
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⑤ F9登録をクリックして、登録します。 

  

 

・ 設定した場所には、CSV 出力を行ったとき

に「インフォ・テック関連フォルダ」という

名前のフォルダが作成されるようになりま

す。 

 

 

 

デスクトップ以外の場所にインフォ・テック関連フォルダを作成したい場合 

 デスクトップ以外の場所にインフォ・テック関連フォルダを作成したい場合は、変更をクリックし

て作成する場所を選択してください。 
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②  ADL 評価票の CSV 出力 
 

【おもに通所介護の ADL 維持等加算の算定を想定してご説明します】 

 ADL 評価票はすべてのシステムで LIFE へアップロードできますが、通所介護事業所が ADL 維持

等加算を算定するためにアップロードすることが多いと思われます。このため本項目も通所介護事業

所が LIFE にアップロードすることを想定してご説明します。 
 

登録した ADL 評価票は CSV ファイルとして出力することができます。出力した CSV ファイルは、

「（事前準備）インフォ・テック関連フォルダ」で設定したフォルダに保存されます。 

CSV ファイルは下表の 2 種類を作成できます。①は利用者の基本情報になり、管理ユーザーが LIFE

に取り込むことができます。②は ADL 評価の情報になり、操作職員が取り込むものです。①は利用者情

報の基盤となるものなので、②より先に LIFEに取り込まれておく必要があります。 

 

CSV ファイル名 ファイルの内容 

①SERVICE_USER_INFO.csv 利用者情報 

②FORM_0900_2021.csv ADL 評価 

 

【作業の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LIFE 

  

LIFE にログインして CSV ファイルをアップロード 

 ※アップロード方法は「2-3 LIFE へのアップロード方法」にて説明します。 

 

3 

介五郎から ADL 評価の CSVファイルを出力 
1 

インフォ・テック関連フォルダに保存 
2 

「2-1-2.① （事前準備）インフォ・テック関連フォルダの設定」参照 

介五郎 
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＜ADL 評価票（LIFE）CSV 出力＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

事業所番号 LIFE に連携する事業所番号の事業所を選択します。 

エラー行を除く エラーになっている行を非表示にします。 

中止利用者を含む 中止扱いにしている利用者も含めて表示します。 

全件選択 表示中の明細すべてに指定のチェックを入れます。 

最新日選択 各利用者の最新の評価日の明細だけ指定のチェックを入れます。 

全件解除 指定のチェックをすべてクリアします。 

履歴 CSV出力の履歴を表示します。 

CSV 出力 クリックすると CSV ファイルを出力します。 

利用者情報も併せて作成する チェックを入れて CSV出力を行うと、利用者情報も出力されます。 

明細欄 

指定 チェックの入った利用者が CSV ファイル出力の対象になります。 

ID 利用者 ID を表示します。 

利用者名 利用者名を表示します。 

番号 被保険者番号を表示します。 

事業所番号 
基本情報タブで入力したサービス種類に該当する事業所番号が表示

されます。 

サービス種類 基本情報タブで入力したサービス種類が表示されます。 

管理日 ADL評価行った評価票の管理日を表示します。 

点数 ADL評価の点数が表示されます。 

初月 初月の評価の場合に〇がつきます。 

7 月目 7 ヶ月目の評価の場合に〇がつきます。 

必須項目 必須項目に不備があった場合「エラー」と表示されます。 
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詳細 エラーがある場合にクリックするとエラーの詳細を表示します。 

 

＜ADL 評価票（LIFE）CSV 出力履歴 / 出力履歴詳細＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

ADL評価票（LIFE）CSV 出力履歴 

作成日時 CSVファイルの作成日時を表示します。 

事業所番号 作成時に設定していた連携する事業所の事業所番号を表示します。 

計画書区分 評価表のどの項目のデータかを表示します。 

件数 作成件数を表示します。 

利用者情報 利用者情報を含めて CSV ファイルを作成していた時にチェックが付きます。 

詳細 出力履歴詳細画面を開きます。 

ADL評価（LIFE）CSV出力履歴詳細 

ID 利用者 ID を表示します。 

利用者名 利用者名を表示します。 

評価日 作成した CSVファイルの評価日を表示します。 

サービス種類 作成した CSVファイルのサービス種類を表示します。 
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＜印刷条件指定＞ 

 

 

各設定項目（CSV出力関連項目） 

項目名 説明 

出力の種類 / 条件入力 出力の種類・条件入力の設定は CSV ファイル作成にも反映されます。 

LIFE LIFE 連携用の CSV ファイル出力画面を開きます。 
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＜LIFE 連携用の CSV ファイルの出力＞ 

 

① ADL評価票の入力画面を開き、F8 印刷をク

リックします。 

  

 

② ADL 評価票を選択して、出力する条件を指

定します。このとき期間・利用者名を空白に

した場合、すべての期間・利用者を出力画面

で表示できます。 

 （クリアをクリックすると空白にできます） 

  

 

③ LIFE をクリックして、CSV 出力画面を開き

ます。 
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④ 事業所番号を選択します。LIFE 連携用の

CSV ファイルは事業所番号ごとに作成しま

す。 

 

 ※LIFE は同一利用者でも事業所番号が異なる

と別人と見なします。事業所の選択を誤らな

いようにご注意ください。 

  

 

⑤ CSV 出力の対象にする利用者の指定欄にチ

ェックを入れます。 

  

 

⑥ CSV出力をクリックします。 

 

・ 初期状態では ADL 評価に加えて利用者情報

も出力しますが、利用者情報が不要な場合は

「利用者情報も併せて作成する」のチェック

をはずします。 

  

 

⑦ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリッ

クします。 
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⑧ 完了画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 
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（CSV ファイルの保存先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［各ファイルの内容］ 

①SERVICE_USER_INFO.csv 

利用者情報 

②FORM_0900_2021.csv 

 ADL 評価 

・ 出力した CSV ファイルは、インフォ・テッ

ク関連フォルダ内の下記フォルダに保存さ

れます。（出力時に除外したファイルは保存

されません） 

 

 インフォテック関連フォルダ 

 →LIFE 関連 

   →（事業所番号） 

    →①SERVICE_USER_INFO.csv 

     ②FORM_0900_2021.csv 

 

 

 

【インフォ・テック関連フォルダの中は出力時にクリアされます】 

 指定フォルダの中身は CSV 出力を行うたびに一旦クリアされます。インフォ・テック関連フォルダ

内には常に最後に CSV 出力を行ったときに設定したデータだけが残ることになりますので、ご注意く

ださい。 

 

 

 

CSV ファイルの LIFE への取込方法は「2-3. LIFE へのアップロード方法」をご覧ください 

 

  

 

注意！ 
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2-2-3. 計画書等への ADL 評価の反映 

作成した ADL評価票は、リハビリテーション関係の帳票の関連項目へ取り込んで、内容を反映させる

ことができます。 

 

 

 

＜取込できる計画書＞ 

通所介護、通所リハビリテーション 

＜通所リハ計画書－活動（ADL）＞ 

 

＜科学的介護推進情報-総論（ADL）＞ 

 

  

訪問看護、訪問リハビリテーション 

＜訪問看護報告書②-評価（活動）＞ 

 

＜訪問リハ計画書②-活動（活動）＞ 
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＜ADL 評価の取得方法＞ 

 （例）【通所介護、通所リハ】科学的介護推進情報の ADL欄に取得する場合 

  

① 科学的介護推進画面を開いて利用者と評価日

を選択し、総論（ADL）タブを選びます。 

  

 

② ADL取得ボタンをクリックします。 

  

 

③ ADL評価取得画面が開き、作成済の ADL 評

価票の日付が表示されるので、取得したい評

価票の日付を選択して取得開始をクリック

します。 
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④ ADL評価票から情報が取得されます。 
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2-3. LIFE へのアップロード方法  

  リハビリ計画書・ADL 評価票で作成した CSV ファイルの LIFE へのアップロード方法をご案内しま

す。①は利用者の基本情報で、管理ユーザーが LIFE に取り込むことができます。②～⑦はリハビリ計画

書、⑧は ADL評価票の情報です。①は②～⑧より先に LIFEに取り込まれておく必要があります。 

 

 
リハビリ計画書で作成できる CSVファイル 

CSV ファイル名 ファイルの内容 加算要件（※） 

①SERVICE_USER_INFO.csv 利用者情報  

②FORM_0310_2021.csv 興味・関心チェックシート  

③FORM_0410_2021.csv リハビリテーション計画書 1 〇 

④FORM_0420_2021.csv リハビリテーション計画書 2 〇 

⑤FORM_0430_2021.csv リハビリテーション会議録  

⑥FORM_0440_2021.csv プロセス管理票  

⑦FORM_0450_2021.csv 生活行為向上リハ実施計画書 〇 

  ※〇が付いているファイルはリハビリテーションマネジメント加算の算定要件になります。 

 

ADL評価票で作成できる CSV ファイル 

CSV ファイル名 ファイルの内容 

①SERVICE_USER_INFO.csv 利用者情報 

⑧FORM_0900_2021.csv ADL 評価 

 

 

【作業の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

管理ユーザー 

操作職員 

LIFE に管理ユーザーでログインして利用者の基本情報（※）を取込 

（※）②～⑧を取込む前に必要な情報になります 

使用ファイル： ①SERVICE_USER_INFO.csv 利用者情報 

1 

LIFE に操作職員でログインしなおして ADL評価・リハ計画書を取込 

使用ファイル： ②FORM_0310_2021.csv～⑧FORM_0900_2021.csv 

※加算算定のため提出が必須なのは③④⑧です。②、⑤～⑦の提出は任意です。 

 

2 

LIFE 
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＜【※管理ユーザー】利用者情報の LIFE への取込＞ 

新規利用者を LIFE に登録する場合は、各計画書情報を登録する前に利用者情報の登録が必要です。 

利用者情報は管理ユーザーだけが取り込むことが出来ます。 

  

① LIFE に管理ユーザーでログインします。 

  

 

② 外部データ取込をクリックします。 

  

 

③ 参照をクリックします。 

  

 

④ インフォ・テック関連フォルダ内の CSV フ

ァイルを保存した場所を開きます。 

 

  

管理ユーザーの ID・パスワード 
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⑤ SERVICE_USER_INFO.csv を選択し、開く

をクリックします。 

  

 

⑥ 取込をクリックします。 

  

 

⑦ 確認画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 

  

 

⑧ 取り込み結果画面が表示されます。 
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＜【※操作職員】LIFE への ADL 評価、リハビリ計画書情報の取込＞ 

利用者情報の登録が完了したら、操作職員でログインしなおして ADL 評価を取り込みます。 

※通所リハビリ計画書のアップロードを例に説明します。 

 

【LIFEの操作全般については LIFE 公式マニュアルをお読みください】 

本マニュアルでご説明するのは、介五郎で連携用の CSV ファイルを出力して、それを LIFEに取り込

む手順になります。LIFEの操作全般についてご説明するものではありませんので、ご了承ください。 

 

  

① LIFE に操作職員でログインします。 

  

 

② 外部データ取込をクリックします。 

  

 

③ 参照をクリックします。 

 

  

操作職員の ID・パスワード 
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④ インフォ・テック関連フォルダ内の CSV フ

ァイルを保存した場所を開きます。 

  

 

⑤ 取込を行う「FORM_0310_2021」～「FO

RM_0450_2021」のファイルを選択して、

開くをクリックします。 

※ファイルは複数選択し、一括で取り込むこ

とが出来ます。 

  

  

⑥ 取込をクリックします。 

 

  

 

⑦ 確認画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 

  

 

⑧ 取り込み結果画面が表示されます。 
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【サービス種類の選択にご注意ください】 

 LIFE は利用者の保険者番号・被保険者番号・サービス種類の 3 項目をカギとして利用者個人を特

定します。保険者番号・被保険者番号が同一でもサービス種類が異なっていれば、LIFE 上では別人

とみなされます。 

とりわけ、介護保険サービスと介護予防・総合事業サービスで異なっていただけの場合でも別人と

見なされますので、特にご注意ください。 

［15-通所介護］ 

 

 

 

［（A6-通所型サービス（独自）］ 

 

 

 

 

 

 

 

【CSV 出力時のエラーについて】 

 必須項目に不備があった場合、必須項目欄にエラーが表示されます。詳細をクリックするとエラー

の内容を確認することが出来ます。 

 

 

 
 

 

 

注意！ 

同一利用者でもサービス種類が異なれば別人とみなされる 

（※通所介護と通所型独自で異なる場合も別人扱いになる） 

注意！ 
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【LIFE で取り込んだときのエラーについて】 

 必須項目に不備があった場合、LIFE で CSV ファイルを取り込んだときにもエラーになります。エラー

内容は LIFE の画面のエラー出力ボタンより見ることができます。エラー出力に記載された項目がどの項

目にあたるかは、利用者情報出力画面の LIFE 連携仕様を開くことで確認できます。 

（LIFE取込時にエラー） 

 
（エラー出力でエラー内容を確認） 

 
 

（LIFE連携仕様でエラー項目を確認） 

 

 

 

 

  

注意！ 
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3.共通の変更 

 

3-1. ケアマネジメント連絡用紙 

居宅支援 通所リハ 訪問リハ 

 居宅支援、通所リハ、訪問リハの各システムに、ケアマネジメント連絡用紙を追加しました。ケアマ

ネジメント連絡用紙は、ケアマネジャーと通所・訪問リハビリテーションの間の情報共有に使用する帳

票になります。 

 

【ケアマネジメント連絡用紙】 
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＜ケアマネジメント連絡用紙―連絡情報 1＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

共通メニュー 

利用者 ID 利用者 ID を表示します。v をクリックすると利用者を選択できます。 

被保険者番号 選択した利用者の被保険者番号が表示されます。 

管理日 作成する連絡用紙の管理日を選択します。▼をクリックすると過去

に作成した連絡用紙を呼び出すことができます。 

連絡情報 1タブ 

傷病名 生活機能の低下の原因となった傷病名を入力します。 

紹介目的 紹介目的を入力します。 

目標とする生活（本人及び家族） 目標とする生活の内容を入力します。 

生活情報（生活歴、家族状況、生

活環境等において特記すべき事

項） 

生活歴、家族状況、生活環境等において特記すべき事項を入力し

ます。 
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＜ケアマネジメント連絡用紙―連絡情報 2＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

援助の経過（これまでの援助方針・

援助の成果等）及び生活機能の変化 

援助の経過を入力します。 

現状の問題点・課題 現状の問題点・課題を入力します。 

リハビリテーションの観点から今

後のサービス提供に期待すること 

今後のサービス提供により、生活における改善など期待する内容

を入力します。 

備考 各項目以外で記載が必要な内容を入力します。 
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ケアマネジメント連絡用紙―依頼先・依頼元情報＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

依頼年月日 依頼年月日を入力します。 

依頼先情報 

依頼先機関 

依頼先機関を下記から選択します。 

1-居宅介護支援事業所 2-訪問リハビリテーション事業所 

3-通所リハビリテーション事業所 4-地域包括支援センター 

5-老人保健施設 6-医療機関 

依頼先機関名 依頼先機関名を入力します。 

担当者氏名 依頼先機関の担当者氏名を入力します。 

依頼元情報 

依頼元機関 

依頼元機関を下記から選択します。 

1-居宅介護支援事業所 2-訪問リハビリテーション事業所 

3-通所リハビリテーション事業所 4-地域包括支援センター 

5-老人保健施設 6-医療機関 

事業所名 依頼元機関の事業所名を入力します。 

担当者名 依頼元機関の担当者名を入力します。 

電話番号 依頼元機関の電話番号を入力します。 

FAX 依頼元機関の FAX 番号を入力します。 

 



110 

 

ケアマネジメント連絡用紙―利用者情報＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

生年月日 選択した利用者の情報が表示されます。台帳読込をクリックする

と最新の利用者台帳の情報が読込されます。 住所 

電話番号 

職業 職業を入力します。 

要介護度状態区分 選択した利用者の情報が表示されます。台帳読込をクリックする

と最新の利用者台帳の情報が読込されます。 認定有効期間 
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＜ケアマネジメント連絡用紙の入力＞ 

※ 手順①は居宅介護支援システム/通所リハシステム/訪問リハシステムで操作が異なります。②以降は

共通の手順となります。 

  

 

 

 

① 【居宅介護支援システムの場合】 

メインメニューから記録用紙を開き、ケア

マネジメント連絡用紙をクリックします. 

  

 

 

 【通所リハビリ システムの場合】 

メインメニューから通所介護計画書を開き、

ケアマネジメント連絡用紙をクリックしま

す。 

  

 

 

 

 【訪問リハビリ システムの場合】 

メインメニューから訪問看護計画書を開き、

ケアマネジメント連絡用紙をクリックしま

す。 
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② F2 検索または v をクリックして作成したい

利用者を選択します。 

  

 

③ 管理日を入力します。 

  

 

④ 連絡情報 1 タブ～利用者情報タブを切り替

えて内容の入力を行います。 

  

 

⑤ すべての入力を終えたら、F9 登録をクリッ

クします。 
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＜印刷の方法＞ 

 

① 印刷したい利用者を選択します。 

  

 

② 管理日欄の▼をクリックし、印刷したい連絡

用紙の管理日を選択します。 

  

 

③ F6印刷をクリックします。 

  

 

④ 決定をクリックします。 
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⑤ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリック

します。 

  

 

⑥ プレビュー画面が表示されます。内容を確認

して印刷してください。 

 

 

 

＜複写の方法＞ 

 

① 利用者を選択し、管理日を複写先の日付（新

規で作成する日付）にします。 

  

 

③  F3 複写をクリックします。 
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③ 過去に作成した連絡用紙の管理日が表示され

ます。複写元にする管理日を選択し、複写開

始をクリックします。 

  

 

④ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリック

します。 

  

 

⑤ 完了画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 

  

 

⑥ 新しい管理日に選択した複写元の内容がコピ

ーされます。変更が必要な箇所があれば修正

し、F9登録から登録してください。 
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＜削除の方法＞ 

  

① 削除したい連絡用紙の利用者・管理日を呼び

出します。 

  

 

② F4削除をクリックします。 

  

 

③ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリック

します。 

  

 

④ 完了画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 
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4. 訪問看護の変更 

  

4-1. 兵庫県の医療費助成制度への対応 

これまで兵庫県では、県の実施する福祉医療費助成事業の対象に訪問看護が含まれていませんでした

が、7月 1 日より含まれることになりました。兵庫県内の訪問看護ステーション及び兵庫県内の利用者

が助成の対象になります。 

今回のバージョンでこれに対応し、レセプトへ自治体の助成を反映させられるようになりました。設

定した助成の内容は自治体公費マスタに登録しておくことで、いつでも呼び出せるようにできます。 

 

なお、兵庫県では市町村が県の助成範囲に上乗せして助成している場合があります。市町村によって

は自己負担額を 0 円とするなど助成額が変わることがあるので、入力するときは助成の内容を個別に確

認して設定していただく必要があります。 

（利用者台帳） 

 

 

 

  

自治体公費マスタ 
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兵庫県の医療費助成制度の内容 

 

 

 

【市町村によって負担額の計算方法が異なる場合があります】 

下記の助成内容は兵庫県が定めるものです。市町村が独自に上乗せしている場合は助成の要件や自

己負担額の扱いが異なります。その場合は各市町村の定めるルールにしたがって請求してください。 

 

高齢期移行助成事業 

65 歳から 69 歳の方で、所得がないことから自立出来ない方と、一定の所得以下で身体的理由等から日常生活動作

が自立出来ない方（要介護 2 以上）の医療保険における自己負担の一部を公費負担 

対象者 

65 歳以上 70 歳未満で下記の要件を満たす者（誕生日が昭和 27 年 7 月 1 日以降の者） 

区分 

区分 1 市町村民税非課税世帯で、世帯全員に所得がない者（本人は、年金収入 80 万円以下かつ所得なし） 

区分 2 市町村民税非課税世帯で、本人の年金収入を加えた所得が 80 万円以下であり、かつ要介護 2 以上の者 

一部負担金 

区分 負担割合 負担限度額（通院） 

区分 1 2 割 8000 円 

区分 2 2 割 12000 円 

 

重度障害者医療費助成事業 

重度障害者の方が、病気やけがをして医療機関等を受診した場合に自己負担の一部を公費負担 

対象者 

次に示す障害の程度の方 

・障害の程度が 1 級及び 2 級の身体障害者 

・重度（療育手帳 A 判定）の知的障害者 

・重度（精神障害者保健福祉手帳 1 級）の精神障害者（精神疾患による医療を除く一般医療が対象） 

一部負担金（通院） 

1 医療機関等あたり 1 日 600 円（低所得者は 400 円）を限度に月 2 回まで負担 

 

乳幼児等医療費助成事業 

小学 3 年生までのお子さんが、病気やけがをして医療機関等を受診した場合に自己負担の一部を公費負担 

対象者 

小学 3 年生まで（9 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日まで）の乳幼児等 

一部負担金（通院） 

1 医療機関等あたり 1 日 800 円（低所得者は 600 円）を限度に月 2 回まで負担 

 

  

注意！ 
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母子家庭等医療費給付事業 

母子家庭等である方が、病気やけがをして医療機関等を受診した場合に自己負担の一部を公費負担 

対象者 

以下の要件を満たす、18 歳に達する年度末までの児童又は 20 歳未満の高校在学中の児童、及びその児童を監護す

る母又は父 

・母子家庭 市町の区域内に住所を有する母子家庭の母及びその児童 

・父子家庭 市町の区域内に住所を有する父子家庭の父及びその児童 

・遺児   両親と死別等した児童 

一部負担金（通院） 

1 医療機関等あたり 1 日 800 円（低所得者は 400 円）を限度に月 2 回まで負担 

 

高齢重度障害者医療費助成事業 

後期高齢者医療制度の被保険者で重度障害者の方が、病気やけがをして医療機関等を受診した場合に自己負担の一部

を公費負担 

対象者 

後期高齢者医療制度の被保険者で、次に示す障害程度の方 

・障害の程度が 1 級及び 2 級の身体障害者 

・重度（療育手帳 A 判定）の知的障害者 

・重度（精神障害者保健福祉手帳 1 級）の精神障害者（精神疾患による医療を除く一般医療が対象） 

一部負担金（通院） 

1 医療機関等あたり 1 日 600 円（低所得者は 400 円）を限度に月 2 回まで負担 

 

こども医療費助成事業 

小学 4 年生から中学 3 年生までのお子さんが、病気やけがをして医療機関等を受診した場合に自己負担の一部を公

費負担 

対象者 

小学 4 年生から中学 3 年生まで（9 歳に達する日の翌日以後の最初の 4 月 1 日から、15 歳に達する日以後の最初

の 3 月 31 日を経過するまで）の児童・生徒 

一部負担金（通院） 

医療保険制度における自己負担額（3 割負担→負担限度額あり）の 1/3 を助成 

 

【法別番号】※法別番号は負担者番号の頭 2桁と一致します 

助成名 県法別番号 市町法別番号 対象 

高齢期移行助成事業 41 42 65～69 歳（後期高齢を除く） 

重度障害者医療費助成事業（心身） 82 83 身体障害（後期高齢者以外） 

重度障害者医療費助成事業（精神） 43 44 精神障害（後期高齢者以外） 

乳幼児等医療費助成事業 80 81 0 歳～小学 3 年生 

こども医療費助成事業 80 81 小学 4 年生～中学 3 年生（又は高校 3 年生） 

母子家庭等医療費給付事業 47 48（81） 0 歳～高校 3 年生及び保護者 

高齢重度障害者医療費助成事業（心身） 58 59 後期高齢者且つ身体障害 

高齢重度障害者医療費助成事業（精神） 68 69 後期高齢者且つ精神障害 



120 

 

入力イメージ 

 自治体の医療費助成（自治体公費）は、最初に自治体公費マスタに負担額の設定を登録し、それを利

用者台帳や医療看護実績入力に取得することで、かんたんに請求データへ反映させられるようになりま

す。 

 

  

利用者台帳や医療看護入力で①で登録した自治体公費を取得 2 

１ 

登録した自治体公費を利用者台帳に取得 

自治体公費マスタに自己負担

上限額などの情報を登録 

自治体公費マスタに自治体公費の種類ごとの負担額を登録 
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＜公費情報＞ 

（利用者台帳－看護情報） 

   

 

（医療看護入力－公費情報） 

   

 

各設定項目（変更部分のみ） 

項目名 説明 

公費情報 
公費の種類を選択します。公費名の前に付いている 2 桁の番号（法別番号）は

受給者証記載の負担者番号の頭 2 桁と一致します。 

自治体公費マスタ 自治体公費マスタ画面を開きます。 

自己負担の有無 利用者の自己負担の有無を選択します。 

1 日の上限額 
自己負担額について 1 日当たりの上限額が定められている場合、チェックを入

れて上限額・上限日数を入力します。 

自己負担率 自己負担割合が定められている場合、その割合を入力します。 

1 ヶ月の上限額 
1 ヶ月あたりの自己負担額の上限額が定められている場合に、その額を入力し

ます。 
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【自治体公費マスタは事業所台帳の都道府県番号が 28（兵庫県）の場合のみ表示されます】 

自治体公費マスタボタンは、事業所台帳に登録している自ステーションの都道府県番号が「28（＝

兵庫県の番号）」の場合にだけ表示されます。 

（事業所台帳） 

 

 

 

 

  

注意！ 



123 

 

＜自治体公費検索＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

都道府県 自社所在地として設定されている都道府県が表示されます。 

負担者番号 負担者番号を入力すると表示する自治体公費を絞り込みます。 

廃止公費の表示 チェックを入れると廃止にした自治体公費が表示されます。 

追加 新しい自治体公費を追加する画面を開きます。 

決定 選択した公費を利用者台帳・医療看護入力に反映させます。 

明細欄 

負担者番号 負担者番号を表示します。 

法別番号・名称 自治体公費の法別番号と自治体公費の名称を表示します。 

負担率｜上限（日）｜負担日数｜上限 I（月） 自治体公費の設定内容の概要を表示します。 

修正 クリックすると、自治体公費マスタ入力画面を開きます。 
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＜自治体公費マスタ入力＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

都道府県 適用中の都道府県が表示されます。 

公費負担者番号 受給者証記載の負担者番号を入力します。 

公費法別番号 
公費の種類を選択します。法別番号は受給者証記載の負担者番号の頭 2 桁と一致

します。 

利用者負担の有無 利用者の自己負担がありかなしか選択します。 

自己負担率の有無 
自治体公費によって利用者の自己負担率が定められている場合、負担割合を入力

します。 

1 日の負担上限有無 
1 日あたりの自己負担上限額が定められている場合、上限額と上限日数を入力し

ます。 

1 ヶ月の負担上限有無 1 ヶ月あたりの自己負担上限額が定められている場合、その額を入力します。 

助成内容 入力した設定内容が表示されます。 

廃止 チェックを入れるとその自治体公費を廃止扱いにします。 

F4 削除 入力中の自治体公費マスタを削除します。 

F9 登録 入力した内容を登録します。 

F10 終了 入力画面を閉じます。 
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＜自治体公費マスタ＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

都道府県 設定する都道府県を選択します。（現在は兵庫県にのみ対応） 

廃止公費の表示 チェックを入れると廃止にした自治体公費を画面に表示させます。 

F10 終了 自治体公費マスタ画面を閉じます。 

明細欄 

負担者番号 自治体公費の負担者番号を表示します。 

法別番号・名称 自治体公費の法別番号と自治体公費の名称を表示します。 

負担率｜上限（日）｜負担日数｜上限（月） 自治体公費の設定内容の概要を表示します。 
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＜自治体公費マスタの入力＞ 

 さきに自治体公費マスタに負担金額の設定を登録していただくと、かんたんに各利用者に自治体公費

を設定できるようになります。 

 

 

 

【市町村によって負担額の計算方法が異なる場合があります】 

市町村が独自に上乗せしている場合は助成の要件や自己負担額の扱いが異なります。その場合は各

市町村の定めるルールにしたがって設定してください。 

 

 

  

① メインメニューから利用者台帳を開きます。 

  

 

② 利用者を選択して「看護情報」をクリックし

ます。 

  

 

④ 自治体公費マスタをクリックしてマスタ画

面を開きます。 

  

注意！ 



127 

 

 

⑤ 追加をクリックします。 

  

 

⑥ 自治体公費の自己負担額の計算ルールにも

とづいて、必要事項を入力します。 

 

 （例）82-重度心身障害者（県の公費） 

1 日の自己負担上限額＝600 円 

    1月の上限日数＝2 日 

    として設定 

  

 

⑤ F9登録をクリックし登録します。 
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＜自治体公費マスタの取得＞ 

 マスタに登録した自治体公費の設定を利用者情報に反映させます。 

 

 

【国の定める公費の対象者は、国公費のほうが優先されます】 

 県の規定により、指定難病や小児特定疾患、精神通院医療など国の定める公費の対象者の場合、自

治体の医療費助成よりも国の公費を優先すると定められています。このため、国の公費をお持ちの利

用者は公費情報欄に自治体の医療費助成を入力せず、国の公費のみ入力するようにしてください。 

 

（利用者台帳－看護情報－公費情報欄） 

 

 

 

  

① メインメニューから利用者台帳を開きます。 

  

 

② 利用者を選択し、「看護情報」をクリックしま

す。 

  

注意！ 

国の公費優先 → 自治体公費（医療費助成）は入力しない 
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③ 公費欄に受給者証記載にもとづいて「公費情

報」「負担者番号」「受給者番号」「適用開始

日」を入力します。 

 

 ※自治体公費の種類は負担者番号の頭 2 桁を

見て選択してください。負担者番号頭 2 桁と

法別番号（自治体公費名の前に付いている 2

桁の数字）は同一です。 

 ※適用終了日は空欄でかまいません。 

  

 

④ 自治体公費マスタをクリックしてマスタ画

面を開きます。 

  

 

⑤ 適用したい自治体公費をクリックして選択

します。 

  

 

⑥ 決定をクリックします。 
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⑦ 利用者の公費情報に選択した自治体公費が

反映されます。 

 

 

 

＜自治体公費の廃止と削除＞ 

 不要になった自治体公費を廃止または削除する方法です。過去に使用した経歴のある自治体公費は削

除できないので、廃止にします。誤って登録してしまった自治体公費を消す場合は削除を行います。 

  

① 利用者台帳の看護情報画面より自治他公費

マスタを開きます。 

  

 

② 廃止または削除したい自治体公費の修正を

クリックします。 
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・ 廃止にする場合は左下の「廃止」にチェック

を入れて、F9 登録から登録します。 

  

 

・ 削除する場合は F4 削除をクリックしてはい

を選択してください。 

 

 

 

＜メニューバーから自治体公費マスタを開く方法＞ 

 自治体公費マスタの画面は利用者台帳以外に画面上部のメニューバーから開くこともできます。 

 

① 画面上部の「共通台帳(M)」をクリックしま

す。 
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② 「医療看護）自治体公費マスタ(J)」をクリッ

クします。 

  

 

③ 自治体公費マスタが開きます。都道府県を選

択すると、登録した自治体公費が表示されま

す。 

 

 ※現在は 28-兵庫県のみ選択できます。 

  

 

・ こちらの画面で登録済みの自治体公費を修正

する場合は、その公費の行をダブルクリック

してください。 
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請求時の諸注意 

 兵庫県の医療費助成を含む請求を行うときは、下記の点にご注意ください。 

 

【注意①】兵庫県の助成より国の公費が優先されます 

 指定難病や小児特定疾患、精神通院医療など国の公費の対象者の場合、兵庫県の助成よりも国の公

費が優先されます。このため、国の公費をお持ちの方は兵庫県の助成の情報を入力せず、国の公費の

情報のみ入力してください。 

（利用者台帳－看護情報－公費情報欄） 

 

 

【注意②】保険の種別の違いによる請求時の注意点 

 兵庫県の助成は保険の種別（国民健康保険、社会保険、後期高齢者医療保険）によって請求時の扱

いが異なるところがあります。下記の点にご注意ください。 

 
 

［1］高額療養費の適用区分のちがい 

 兵庫県の助成は、高額療養費制度の適用区分を考えるとき、国民健康保険・後期高齢者医療保険で

は「公費なし」、社会保険では公費併用「（難病・特定疾患・生保を除く）」として扱われます。 

（※公費なしか公費併用かで、利用者の自己負担上限額が変わります） 

 
 

［2］請求書の記載のちがい 

 国民健康保険の場合、兵庫県の助成を請求書へ記載する必要ありません。社会保険・後期高齢者医

療保険の場合は、反対に請求書への記載が必要になります。 
 

（例）社会保険の請求書に記載された医療費助成 

 

 

注意！ 

国の公費優先 → 自治体公費（医療費助成）は入力しない 
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■ 自治体公費の設定例 

 典型的な自治体公費の設定例をご紹介します。説明では県の定める助成をもとにしていますが、市町

村が別途定めた助成制度を入力するときは、市町村のルールにしたがって入力してください。 

 

【例 1】1 日の負担上限額が 600 円、月 2 日が限度の場合 

 

［設定内容］ 

 ①利用者負担の有無→あり 

②1 日の負担上限額有無→ありを選択 

③上限額→600 円と入力 

④上限日数→2 日までと入力 

 

［該当する県の助成］ 

（負担上限額はそれぞれ異なります） 

・重度障害者医療費助成 

・乳幼児等医療費助成 

・母子家庭給付 

・高齢重度障害者医療費助成  

 

【例 2】自己負担割合が 2 割、月の負担上限額が 8000 円の場合 

 

 ［設定内容］ 

  ①利用者負担の有無→あり 

  ②自己負担率の有無→あり 

  ③負担率→2 割 

  ④1 ヶ月の負担上限有無→あり 

  ⑤上限額→8000 円 

 

 ［該当する県の助成］ 

  ・高齢期移行医療費助成 
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【マル長の場合の特殊計算】 

利用者が特定疾病療養受療証（マル長）の対象でかつ、サービス 1 日目で自己負担額がマル長の負

担上限額（10000 円または 20000 円）に達した場合、市町村によって自己負担額の扱いが異なる

場合があります。 

たとえばマル長の方が 1 日あたり 600 円、上限日数月 2 日の助成を受けている場合、公費適用前

の自己負担額が 1 日目でマル長の上限額に達すると 1 日目の自己負担額＝600 円、2日目の自己負担

額＝0円となるのが通常の計算方法ですが、市町村によっては 2 日目も 600 円の負担額を支払うルー

ルになっているところがあります。 

このときは医療看護実績入力画面にて2日目の自己負担額を手入力で600円にしていただく必要が

あります。 

 

【例】市町村の定めにより、サービス提供 1 日目で公費適用前の自己負担額がマル長の上限額（10000

円）に達した場合でも、2 日目分の自己負担（1日あたり 600円）を支払う場合 

【事前設定】公費の設定 
 

［1］特定疾病療養受療証（マル長）の対象者（自己負担上限額＝1月につき 10000 円）の設定 

医療看護実績入力→資格情報→高額療養費現物給付化の負担限度額を手入力で 10000 円 

    
 

［2］重度障害者医療費助成（82）の対象者（自己負担上限＝1日につき 600 円、2日を限度） 

公費情報＝82-重度心身障害者（県）／1 日の上限額＝600 円（月 2 日まで） 

  

注意！ 

「手入力」にチェックを入れ、10000 円を入力 

・負担あり 

・1 日の上限額 600 円 

・上限日数 2 日 
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【2 日目の自己負担額を手入力する手順】 

  

① 医療看護実績入力で、1 日目の公費適用前の

自己負担額が 10000 円を超えました。 

 

  通常の計算では、この場合の合計自己負担額

は 1 日目分のみとなり、600 円になります。 

  

 

② 2 日目の自己負担額を 600 円にするために

「医療系サービス別表」を開きます。 

  

 

③ 福祉助成額確認をクリックします。 

  

 

④ 2日目の「利用者負担（助成後）」に「600」

と入力します。 

  



137 

 

 

⑤ 確定をクリックします。 

  

 

⑥ 入力したの 2 日目分の自己負担額が計上さ

れ、自己負担額の合計が 1200 円になりまし

た。F9登録をクリックして登録します。 
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【療養費明細書の記載】 

 

負担者番号①・受給者番号①に医療費助成の番号を記載 

負担金額の公費①欄に医療

費助成の自己負担額を記載 
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5.その他の変更 

 

1．LIFE 連携のメニュー位置の変更 

 メニューバーの「LIFE 連携」メニューを、これまでは「拡張機能」の中に配置していましたが、「連

携機能」の中に配置を変更しました。また、科学的介護推進に関する評価は居宅支援と通所介護のシス

テムでしか作成できませんでしたが、全システムで作成できるように変更しました。 

 

 

 

2．計画書類の参照画面の初期表示の見直し 

 計画書・アセスメント入力などで参照画面を開いたときの、はじめの表示を変更しました。最初から

「絞込」にチェックが入り、データが登録されている利用者だけが画面に表示されます。無関係の利用

者が表示されなくなるので、目的の利用者を探しやすくなります。 

（全利用者を表示したい場合は絞込のチェックをすべてはずしてください） 

 

①「LIFE 連携(L)」を「連携機能(C)」に移動 

②「科学的介護推進に関する評価」を全システムに追加 

初期値で「絞込」のチェックがオン 

登録データのある利用者だけ表示 
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3．訪問介護提供記録簿の連絡票の見直し 

訪問介護 

 訪問介護の提供記録簿に下記 2 点の変更を行いました。 

 

【①指示・報告欄の表題の文言修正】 

 連絡票②の指示・報告の記録欄に、特定事業所加算の算定要件に適合していることをしめす文言を追

加しました。「次回訪問時の注意点（今回サービス提供時の状況、留意事項）」にサービス提供時の状況

を入力しておくと、次の訪問時の指示欄に前回のサービス提供時の状況として取得することができます。 

  

 

 

 

特定事業所加算の算定要件（抜粋） 

指定訪問介護の提供に当たっては、サービス提供責任者が、当該利用者を担当する訪問介護員等に対し、当該利用者

に関する情報やサービス提供に当たっての留意事項を文書等の確実な方法により伝達してから開始するとともに、サー

ビス提供終了後、担当する訪問介護員等から適宜報告を受けること。 

「当該利用者に関する情報やサービス提供に当たっての留意事項」とは、少なくとも、次に掲げる事項について、そ

の変化の動向を含め、記載しなければならない。 

・利用者の ADL や意欲 

・家族を含む環境 

・その他サービス提供に当たって必要な事項 

・利用者の主な訴えやサービス提供時の特段の要望 

・前回のサービス提供時の状況 

 

 

  

サービス提供時の状況・留意事項の文言追加 
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【② 日別連絡事項一覧の追加】 

 印刷帳票に「日別連絡事項一覧」を追加しました。一日分または 1 利用者分の指示・報告を一覧で見

ることができる帳票です。 
 
＜印刷条件指定＞ 

 

各設定項目（変更点のみ）  

項目名 説明 

連絡事項一覧 
1 日分または 1 利用者分の指示・報告を一覧で印刷します。また、訪問・指示・注意

点の 3つを印刷するか、いずれか一つだけ印刷するかも選択できます。 

 
 
［日別連絡事項一覧］ 

 

［利用者別連絡事項一覧］ 
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4．通所介護計画書へのサイン記入欄の追加 

通所介護 

 通所介護計画書について、厚労省より今年 4 月の改正で新しい様式が公表され、その際に署名欄が削

除されました。しかし実務上の必要性を考慮して、通所リハ計画書の様式と同様のサイン欄を追加しま

した。 

 

 

5．給付費請求書（医療）の作成履歴画面の改善 

訪問看護 

 訪問看護の給付費請求書（医療）の作成履歴画面に、表示する明細を保険の種別ごとに絞り込むこと

ができるボタンを追加しました。 

 

 

選択した保険の種別の明細だけを画面に表示 
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